
都道府県名 石 川 県 
 
Ⅰ 学校の概要（平成１５年４月現在） 

学校名 河 北 郡 七 塚 町 立 七 塚 小 学 校 
学 年 １年 ２年 ３年 ４年 ５年 ６年 特殊学級 計 教員数

学級数  ２  ２  ２  ２  ２  ２ ２  １４ 
児童数 ４３ ５５ ７１ ６７ ５１ ６０ ３ ３５０ 

２２ 

 
Ⅱ 研究の概要 
 １．研究主題 

「自ら学ぶ子どもをめざして」   ―学ぶ楽しさを通して，確かな学力をー 

  
２．研究内容と方法 
  （１）実施学年・教科 

第１学年～第６学年・算数 
・児童一人一人において，学習内容の理解・習熟・定着の状況に応じて，きめ細かな指導が必要な
教科であるため 
・昨年度までの当該教科に関する研究実績や成果をふまえ，今後も継続していくため 

   
（２）年次ごとの計画 

平
成

14
年
度 

○ テーマ 

自ら学ぶ子どもをめざして   ― 学ぶ楽しさと確かな学力を ― 
○ 研究の見通し 
① 楽しさと充実感を味わう算数的活動を取り入れる。 
② 学習の状況に応じたきめ細かな指導をする。 
③ 受容的，肯定的に評価し，指導に生かす。 
○ 研究内容・方法 
① めざす子どもの姿と育てたい力の設定 
② 研究の重点を意識した授業実践 
③ 学級経営による温かい人間関係づくり 
④ Ｔ.Ｔ.の実践 
⑤ 朝自習における計算プリントの取り組み 

 

平
成

15
年
度 

○ テーマ 
自ら学ぶ子どもをめざして   ― 学ぶ楽しさを通して，確かな学力を ― 

 
本校では，「生きる力」を育むために，教育目標を「豊かな心で自ら学び，たくましく
生きる七塚っ子の育成」として，自ら学び，自ら考える力の育成をめざすとともに，基礎
的・基本的な内容の確実な定着を図り，個を生かす教育の充実をめざし，研究実践を積ん

できた。 
また，学力を支える豊かな人間性の育成やたくましく生きるための心身の健康・体力づ
くりなど，教育活動全体を通してこれらの具現化を図りたいと考えている。そこで，研究
主題を「自ら学ぶ子どもをめざして」と掲げ，副題を「学ぶ楽しさを通して，確かな学力
を」と設定し，算数科を中心として研究を進めている。 

子どもの学ぶ意欲を
引き出し，確かな学
力を身につけること
ができる。 



副題について 
「自ら学ぶ子ども」とは，自らの課題や目標を明確にしながら学習の対象に意欲的にか
かわり，追究し，学習したことを様々な場面で生かすことができる子であると考える。 
算数科においては，作業的・体験的な算数的活動を通して意欲的な思考活動へとつなげ

ていく。そして，工夫して課題を解決する過程を重視することで，数学的な考え方や数量・
図形に関する豊かな感覚を育成していく。 
子どもたちは，体験を通し，実感を伴って納得し理解できたときに学ぶことの楽しさを
感じ，「わかった」「できた」という充実感・満足感が自信となり，新たな活動への意欲に
つながり，基礎・基本が生きてはたらく確かな学力として身につけることができると考え
られる。 
 

 
 
 

 
 
  
  
  
   

生きる力 

・子どもの実態や思い・願い，保護者や地域の願いを大切にし，豊かな人間性の育成と健

康・体力づくりなどが，基礎・基本が生きてはたらく確かな学力となり，それらが統合
されて，生きる力が身につくと考える。 

 
○ 研究の見通し 

・どのような子どもの姿が「自ら学ぶ子ども」の姿なのか，という観点から次の， 
（１） 知的好奇心が旺盛な子 
（２） 見通しをもって課題解決する子 
（３） よりよいものを追究する子 
（４） 互いのよさを認め合える子 
（５） 学んだことを活用する子 

の５つの「めざす子どもの姿」を明確にする。そのためには，どのような力をつけ
ればよいのか，実態を把握し，低中高学年の発達段階に応じて，算数における「育

てたい力」に焦点を絞り考えていく。また，子どもの実態や習熟状況，学習内容に
応じて，指導体制・指導方法の改善・工夫に努める。 

 
○ 研究の内容・方法 
・子どもの学ぶ意欲を引き出し，確かな学力を身につけることができるように，次の３点
を研究の重点とした。 
 
重点① 楽しさと充実感を味わう算数的活動を取り入れる。 

・子どもが目的意識を持って主体的に取り組む算数的活動（作業・体験・調査・探究・発
展・応用・総合的な活動・具体物を用いた活動）を通して，算数を学ぶことの楽しさと
充実感を味わえるようにする。 

 学ぶ楽しさとは 確かな学力とは 

① 発見する楽しさ 

② 考える楽しさ 

③ 創り上げる楽しさ 

④ 自分でできる楽しさ 

⑤ よさを味わう楽しさ 

⑥ 活用する楽しさ 

・習得された知識・技能，思考力・
判断力，表現力など「学習成果」
を示す学力。 

・学ぶ意欲，課題発見力，追究力・

解決力まで含めた「学ぶ力」と
いう意味での学力。 



重点② 学習の状況に応じたきめ細かな指導をする。 

☆今年度から全学年において，算数科を中心に少人数学習・Ｔ.Ｔ.に取り組んでいる。
第１学年は，拡充でのＴ.Ｔ. 
第２学年と第３学年は，Ｔ.Ｔ.を中心に，少人数学習にも取り組む。 
第４学年～第６学年は，少人数学習を中心に，Ｔ.Ｔ.にも取り組む。 

 
【少人数指導の実践を通して】 
☆ 学習集団編成の方法について⇒１学級，２分割の（１Ｃ・２Ｔ）で学習集団を編成 

（少人数学習では，みんなが認められる温かな学級集団づくりや各クラスの
雰囲気を大切にしながら） 

・習熟度別学習・・・学習内容の理解・習熟・定着の状況に応じてグループを編成 

・課題別学習・・・・子どもの興味・関心をもとにグループを編成 

 

１クラス 

               
     
 

 
【 学習内容の定着度の確認 】 

（レディネステスト・アンケート・事前調査等） 

 
【グループの編成】    オリエンテーション 

★ 学習内容の定着度や興味・関心をもとに 

★ 子ども一人一人がコースを選択（自己決定） 

★ 教師はグループ編成やコース決定についてアドバイス 
 

  
 

 
 
 

＜学習コースを自己選択するための配慮について＞ 
① 事前に学習内容やコースの特徴を十分に説明する。 
② 選択にとまどいがある子どもに対しては，適切なアドバイスをして不安を解消する。
③ グループが固定化しないように配慮し，教師も他のコースを担当し児童理解に努め
る。 
④ 習熟度別では，それぞれのコースのよさを説明し，単元の途中でもコースを変更で
きるように計画する。 

＜指導方法の工夫について＞ 

① 補充的な学習や発展的な学習の教材開発に努める。 
② 基本コースは，じっくりと繰り返し学習や復習に取り組めるようにする。また，つ
まずいた子どもには，よりよい考え方につながるような教具や教材を提示する。 
③ 発展コースでは，自力解決で発展的な課題や練習問題等にチャレンジできるように

工夫する。 
④ 単元の学習内容に応じて，学習形態を変えながら，一人一人の個性や習熟に応じた

一斉学習（Ｔ.Ｔ.） 

がっちりコース【 基本コース 】  チャレンジコース【 発展コース 】

一斉学習（Ｔ.Ｔ.） 



学習を行う。 

 
【Ｔ.Ｔ.の実践を通して】 

☆ 学習内容や児童の実態に応じて，次の５つの形態でＴＴに取り組んでいる。 

 

①Ｔ1全体Ｔ2補助指導  ②Ｔ1全体Ｔ2取り出し指導 ③学級を分けて指導 
 
 
 
 

 
 
 
 

④
 ④２人で個別指導     ⑤グループ指導 

 
 
 
 
 

 
 

        
＜指導案上にも３つの学習形態を表示＞ 

 

 
重点③ 受容的，肯定的に評価し，指導に生かす。 

☆ 学習計画や指導案の中に評価規準・評価場面・観点・方法を位置付ける。学習結果
だけではなく，過程におけるよい点や進歩の状況，可能性を受容的，肯定的に評価し，
指導に生かしていく。自己評価・相互評価も取り入れる。 
指導と評価の一体化をめざし，効果的な支援ができるように，１時間の授業では評

価の観点を１～２項目に絞り，評価の重点を明らかにして取り組んでいくことにする。
 

評価方法 ⇒ 行動観察・発言内容・ワークシート・作品・ノート・ペーパーテスト・
挙手・表情・ネームプレート等 

【座席表や補助簿などを活用し評価を行い，指導に生かす。】 
子どもの自己評価・相互評価 ⇒各学年の実態に応じたふり返りカード・ノートを活用

 
【学習に対する意識を高め，自分の学習態度や習熟，理解の状況についてふり返る。】
【友達のがんばりやよさを認め，共に学ぶ楽しさを味わう。】 

  
…Ｔ.Ｔ.           …少人数学習         …課題別学習 

Ｔ1 
○  ○  ○ 
○  ○  ○ 
○  ○  ○ 
○ 
      Ｔ2 

 

Ｔ1 
○  ○  ○ 
○  ○  ○ 

○ 
○   ○ ○ 

  Ｔ2 

     
Ｔ1 
○ ○
○ ○
○ ○
○ ○
○ 

Ｔ2 
○ ○
○ ○
○ ○
○ ○
○ 

Ｔ1 
  ○   
○  ○  ○ 
○  ○  ○ 
○ 

 Ｔ2 

Ｔ1 
 

 

 

 

Ｔ2 

○ ○○ ○

○ ○○ ○

グループ分けの観点 

思考スタイル 
方法 
生活経験 
興味・関心 
到達度 
速度 



☆ 少人数学習の場合は，各コースの教師が評価し，授業後に子どもの様子や習熟の状
況について情報交換を行う． 

☆ 学年初めと各学期末には，＜聞く・話す・書く・態度・算数の力＞に関して，５項
目・２５観点について学習のふり返りを行う。 

☆ 実践記録の活用し，支援や評価に生かす。 
☆ 各学年の打ち合わせ時間を確保し，時間割上に明記する。 
☆ 少人数指導・Ｔ.Ｔ.の打ち合わせ記録を取り，指導法の改善に努める。 
☆ 保護者との連携⇒子ども・保護者対象のアンケート調査の実施・結果の公表・授業

公開・学校便り・学級懇談会などを通して，保護者の理解を図る｡

 
フロンティア専門部会 
（確かな学力は，豊かな心に裏づけされた温かな人間関係が育つ学級経営を基盤として
成り立っており，今年度から研究を支えるために，研究組織の中に３つのフロンティ
ア部会をたち上げた。） 

１．学習環境（すくすく）委員会 

・自主学習の取り組みとして，毎朝，１０分間，朝自習に取り組んでいる。 

曜日 月曜日 火曜日 水曜日 木曜日 金曜日 

朝自習 

漢 字 

こつこつ 

タイム 

計 算 

すいすい 

タイム 

さわやか 

読 書 

計 算 

すいすい 

タイム 

漢 字 

こつこつ 

タイム 

学習内容 漢字練習 計算練習 読書 計算練習 漢字練習 

☆ 計算プリント・・・既習した基礎・基本の定着を図る。 
【約５０種類，４コースのプリントの中から，学年枠をはずし，子どもが自己選択する｡】 
☆ さわやか読書・・・本に親しみ情操を高め，心豊かで思いやりのある子の育成を目指す。 
☆ 漢字練習・・・・・繰り返し練習することで習熟を図る。 
   ・低・中・高に応じた算数クイズやパズルなどの算数コーナーを設置する｡ 
   ・振り返りカードの工夫をする。 
   ・学年に応じた話し方のきまりを掲示し，｢聞く・話す態度｣を育てる｡ 
   ・毎月１回，木曜日には『おはなし会』を開いている。 
   ・図書館ボランティアの来校，図書館の環境整備や図書を紹介している。 
 

２．学級経営(ほのぼの)委員会 

・１年生を迎える会・毎週，火曜日の長休みに行われるわんぱくタイムでの異学年
交流・全校児童での海浜クリーン作戦・保護者や地域の方，給食センターの職員
の方とのほのぼの給食・特別支援教育活動での他校との交流・すこやか保健室で
のヘルスカウンセリングなどからは，温かい心の交流が生まれている｡ 

 

３．地域連携(生き生き)委員会 

    ・毎朝の挨拶運動・『ほほえみポスト』の設置と『ほほえみカード』の活用・地引網・
砂の芸術・全校児童での海水浴，春・秋の資源回収など，ＰＴＡ・地域と協力し
ながら活動を進めている。 

 



平
成

16
年

度 

○ テーマ 

自ら学ぶ子どもをめざして   ― 学ぶ楽しさを通して，確かな学力を ― 
○ 研究の見通し 
① 楽しさと充実感を味わう算数的活動を取り入れる。 
② 学習の状況に応じたきめ細かな指導をする。 
③ 受容的，肯定的に評価し，指導に生かす。 
○ 研究内容・方法 
① めざす子どもの姿と育てたい力の設定 
② 研究の重点を意識した授業実践（算数を中心として） 
③ 学級経営による温かい人間関係づくり 
④ 少人数指導・Ｔ.Ｔ.の実践 
⑤ 朝自習における計算プリントの取り組み 
⑥ 学力向上フロンティアスクール事業のまとめ 
⑦ 研究成果の普及 
  

   
（３）研究推進体制 
 
① 研究組織   

 
・研 究 推 進 委 員 会……研究の方針，進め方など全体的な計画，立案を行う。 

校長，教頭，教務担当，研究担当，各学年代表で構成する。 
 
・全 体 研 究 会……研究推進委員会からの提案をもとに，研究主題に迫るための協議をした

り，共通理解を図ったりする。 
必要に応じて講師を招聘し，研究を深める。 

 
・学 年 部 会……研究授業を中心に研究実践をする。 
 
・フロンティア専門部会……学習環境を整え，温かい人間関係や望ましい生活態度を育成し，家庭・

地域と連携して子どもたちがよりよく成長するための活動を推進する。 

校 

長

教 

頭

研
究
推
進
委
員
会 

学習環境（すくすく）委員会 学習指導部 

学級経営（ほのぼの）委員会 特活指導部・保健安全指導部

フ
ロ
ン
テ
ィ
ア 

専
門
部
会 

地域連携（いきいき）委員会 生徒指導部・教務部 

全
体
研
究
会 

低学年部会 

中学年部会 
学
年
部
会 高学年部会 

子どもの学ぶ意欲を
引き出し，確かな学

力を身につけること
ができる。 



） 

学ぶ楽しさ 

① 発見する楽しさ 
② 考える楽しさ 
③ 創り上げる楽しさ 
④ 自分でできる楽しさ
⑤ よさを味わう楽しさ
⑥ 活用する楽しさ 

確かな学力 

生きてはたらく 
基礎・基本 

 
・知識・技能 
・思考力 
・判断力 
・表現力 

学習成果 
 
・学ぶ意欲 
・課題発見力 
・追究力 
・解決力 

学ぶ力 

算数的活動 

Ｔ.Ｔ. 
少人数学習 

補充的な学習 
発展的な学習 

生きる力 

各教科・道徳・特別活動・総合的な学習の時間 

健康・体力 豊かな人間性 
（豊かな心） 

子どもの思い・願い 

子どもの実態  保護者や地域の願い  教師の願い 



Ⅲ 平成１５年度の研究の成果及び今後の課題 
 １．研究の成果 
子どもの学ぶ意欲を引き出し，確かな学力を身につけることができるように，研究授業を中心に研
究実践を積み重ねてきた結果，次のような成果を得ることができた。 

① 基礎的・基本的な学習内容をふまえて，教材・教具の工夫をしたり，作業的，体験的な算数的
活動を取り入れたりしたことで，より多くの子が興味・関心を持続させながら，目的意識をもっ
て学習に取り組むようになってきた。算数は楽しい，おもしろいという意識の子が増えた。 
② 算数的活動を学習過程の中で取り入れることで子どもたちの多様な考えを引き出したり，絵な
どの具象的思考から図などへの抽象的思考へとつなげたりすることができた。 
③ ストーリー性を持たせたり，身近な物を活用したり，操作活動の時間を十分に確保したりする

ことで，子どもの意欲を喚起させ，理解を深めることができた。課題に対して自分の考えを持ち，
意欲的に取り組む姿が見られるようになった。 
④ 「算数コーナー」を設置したことで，いつでも算数のおもしろさや楽しさを体験することがで
きた。数や量，図形に親しみ，進んで考え，取り組む子どもが増えてきた。 
⑤ ヒントコーナーを設置したり，自己選択ができる繰り返し学習を取り入れたりすることで，基
礎・基本の定着につなげることができた。 
⑥ 単元の学習内容によって，少人数指導やＴ．Ｔ．，習熟度別学習，課題別学習を効果的に組み入
れることで，一人一人の考えや習熟の状況に応じてより細かな支援ができた。 
⑦ 課題解決学習では，話し合う場を大切にしたことで，既習事項を生かして自分なりの方法で問
題を解くことができるようになってきた。また，解き方を重視するようになり，自分で考えよう
とする意欲や態度が身につくとともに，少しずつではあるが，よりよい方法で解決しようとする
力がついてきた。 
⑧ 一斉学習ではあまり発言できなかった子どもも，少人数学習では進んで発言や質問をするよう
になり，意欲が見られるようになった。 
⑨ 習熟度別学習では，子どもが自分に合ったコースを選択したり，コースの修正をしたりできる
ようになり，自己評価力が少しずつ身についてきた。また，それぞれのコースの子どもたちに応
じた教材や教具を開発したり，工夫したりすることで，一人一人が主体的に学習に取り組めるよ
うになってきた。 
⑩ Ｔ１とＴ２が，協力し連携しながらきめ細かな指導をすることができた。机間支援ではつまず
いている子に対して，素早く対応ができ，より多くのかかわりをもちながら支援ができた。普段
は時間がかかる子どもも，「わかった」「できた」という充実感や満足感が，励みや自信となり，
他の活動にも意欲的に取り組めるようになってきた。 
⑪ 例えば，「数量関係」・「数と計算」領域は習熟度別学習，「量と測定」領域は課題解決学習，「図
形」領域はＴ．Ｔ．など弾力的に取り組むことにより，より効果的な指導につながった。 
⑫ 少人数・Ｔ．Ｔ．担当者と各学年の学級担任との打ち合わせ時間の確保と充実を図れたことに
より，配慮すべき子どもや支援を必要とする子どもへの対応についてなど，細かな点まで情報交
換し共通理解できたことが，効果的な支援へとつながっていった。 
⑬ 授業を振り返って，一言感想や，  マーク（顔の表情）などでの自己評価を取り入れた。振
り返りを定着させることで，子どもの思いや理解度を把握することができ，評価や次の指導に生
かすことができた。子ども自身も，自分の成長，変化に気づくようになった。 
⑭ 話している人に反応しながら聞くこともできるようになった。説明が苦手な子も，図と言葉を
使い，相手を意識して自分の考えを説明できるようになってきた。そして，他の考えから学ぼう
とする子や友達の意見を補足できる子も増えてきた。 
⑮ 少人数指導，Ｔ.Ｔ.に関するアンケートの結果からは，１年～３年の児童の９０％以上が，｢２
人の先生に教えてもらうことは楽しい｣と感じていることがわかった。３年～６年までの少人数学



習においても，全体で８０％以上の児童が楽しいと感じていることがわかる｡保護者のアンケート
結果からも，低学年・高学年のどちらも８０％以上の方が肯定的・好意的にとらえていることが
わかり，少人数指導・Ｔ.Ｔ.に対する期待の大きさを強く感じた｡ 

☆ 少人数指導・Ｔ.Ｔ.に関する児童アンケートの結果 ２人の先生に教えてもらうのは楽しいですか 

 

 

 

 

 

 

 

☆ 少人数指導・Ｔ.Ｔ.に関する保護者アンケートの結果 
 

          

 

 

 

 

 

  

     

 

 

 

 
２．今後の課題 
① 楽しい算数的活動を取り入れる場合，習熟の時間も確保ができるように，基礎的・基本的な内容
を明確にして取り組んでいく必要がある。学習していく上で，今，自分はどんな活動をすればいい
か，自己判断し目的意識をもって活動できるような態度を育てていくことも大事である。 
② たくさんの子どもがいろいろな楽しい体験ができるように，算数コーナーの内容をさらに工夫し，

充実させる。 
③ アンケートの結果では，子どもたちや保護者からはＴ．Ｔ．・少人数学習（習熟度別学習・課題別
学習）に対しての期待も大きく，好意的であった。今後も，授業を公開したり指導の成果を知らせ
たりするなどして，理解を深めてもらえるように努める。 
④ 文章題を読んで学習場面をイメージしたり，自分の考えを図や絵や文章で表現したりする力がま
だ弱い。発表の声は小さかったり，特定の子どもに発言が偏りがちであったりするので，自分の考

えをうまく伝えられるように表現力をつけていく必要がある。 
⑤ 少人数学習・Ｔ．Ｔ．・の打ち合わせでは，指導内容と指導計画をより明確にし，子ども一人一人
に応じた評価と支援が行えるように，共通理解を充実させていく。 
⑥ 学年枠をはずした計算プリントが，個人差に応じて有効に進められるように，問題数や難易度，
進め方など見直していく。 
⑦ 振り返りを書く時間を確保し，自己評価を習慣化していく。評価規準と合わせて，評価したこと

が，子ども一人一人に応じて本時だけでなく以後の指導にも生かせるように，継続的・効果的に記
録していく。 
（子どもたちの思いや願いを大切にして，自ら学び，自ら考える力の育成を図るとともに，基礎的・
基本的な内容の確実な定着を図り，個を生かす教育の充実に努めてきたが，残された課題もある。
今後も，指導法の改善・工夫に取り組み，子ども一人一人の「確かな学力」の向上に向けて，研究
を進めていきたい。） 

・少人数・TT で学習できることは、よ

いことだと思いますか。 

 〔はい・どちらともいえない・いいえ〕

・少人数・TT で算数の授業が行われ

ていることをご存知でしたか。 

           〔はい・いいえ〕 

・それぞれのコースで教科書以外の学習も

していくことはよいことだと思いますか。

 〔はい・どちらともいえない・いいえ〕



Ⅳ 学力等把握のための学校としての取り組み 
・平成１５年５月１日 

第６学年を対象に，県の『基礎学力調査』を実施した。国語・社会・算数・理科の４教科にお
ける児童の基礎学力の定着状況を把握するとともに，県の結果と自校の結果を分析した。 

・平成１５年５月１日 
第２学年～第５学年を対象に，学習指導要領に準拠した算数科の領域別標準学力検査を実施し

た。調査結果をもとに，指導方法の工夫・改善を図った。 
・平成１５年７月・１２月 
児童・保護者対象のアンケート調査を実施し，それらの意見をもとに，参観日に少人数指導やＴ．
Ｔ．の授業公開を行ったり，指導方法の改善や教具や教材の工夫等を図ったりした。 

・来年度初めに，国語・算数の学力検査を実施予定 
 
Ⅴ フロンティアスクールとしての研究成果の普及 
・平成１５年１１月２８日（金） 

金沢地区を対象にして『学力向上フロンティア事業中間発表会』を開催した。算数科の少人数
指導，Ｔ．Ｔ．の提案授業を中心に全教科の公開授業を行った｡県下から約２００人の参加者があ
った。研究収録・紀要を作成し，配布した。公開授業後の全体会では，本校の研究の概要や成果
について説明した。また，分科会では，算数の提案授業をもとに学力向上について協議した。 

・平成１５年４月・７月 
保護者に対して，アンケートの結果と具体的な指導方法や指導形態の工夫について説明する機

会をもったり，資料を作成したりして連携しながら理解を図るようにした。 
・平成１５年１１月１４日（金） 

フロンティアスクールのパネラーとして，金沢市立西南部小学校の『学力向上フロンティアス
クール事業公開発表会』に参加した｡本校でのフロンティアの取り組みや研究成果について説明

することができた。 
 

 
 
 
◇ 次の項目ごとに、該当する箇所をチェックすること。（複数チェック可） 
 
【新規校・継続校】  □１５年度からの新規校  １４年度からの継続校 

 
【学校規模】   □６学級以下   □７～１２学級 

１３～１８学級   □１９～２４学級 
□２５学級以上 

 
【指導体制】   少人数指導   Ｔ．Ｔ．による指導 

一部教科担任制   □その他 
 
【研究教科】  □国語 □社会 算数 □理科 

□生活 □音楽 □図画工作 □家庭 
□体育 □その他 

 
【指導方法の工夫改善に関わる加配の有無】 有  □無 
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